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10.20
2025

一般社団法人中国経済連合会共催

株式会社テレビ新広島 気象予報士青坂 　匠 氏

嘉戸 　隆 氏 島根県美郷町長

吉岡 　剛 氏

14：00 開会挨拶 環境省
14：05 挨　　拶 芦谷 　茂 氏 一般社団法人 中国経済連合会 会長

14：10 講　　演
マツダ株式会社 取締役 専務執行役員兼CSO(最高戦略責任者)
カーボンニュートラル推進統括補佐

「カーボンニュートラルに向けたマツダの挑戦」

14：40 パネルディスカッション①「地域の特色を生かした「脱炭素×○○」」
ファシリテーター

パネリスト

太田 　昇 氏 岡山県真庭市長

箕野 博司 氏 広島県北広島町長

広島県東広島市長

15：50 パネルディスカッション②「企業から広げる脱炭素の輪」

藤井 敏孝 氏 株式会社ひろぎんホールディングス サステナビリティ統括グループ長

上保 裕典 氏 ローカルエナジー株式会社 COO

16：50 閉会挨拶

ファシリテーター

パネリスト

小島 岳二 氏
14：25 講　　演

株式会社テレビ新広島 気象予報士

「気象キャスターが感じる脱炭素の重要性」
青坂 　匠 氏

芝浦工業大学 システム理工学部環境システム学科 特任教授

森原 雅幸 氏 三菱重工業株式会社 カーボンニュートラル推進室長

石川 圭一 氏 株式会社山下工業所 脱炭素化推進室 室長

15：40 休　　憩

環境省
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森原 雅幸 氏
三菱重工業株式会社 カーボンニュートラル推進室長
1996年、三菱重工業株式会社に入社。火力発電等のエネルギー関連
製品の経理、営業に従事し、2012年よりエネルギー関連の新製品（燃
料電池や蓄電池等）の事業化に取り組んだ。　
以降、一貫して、エネルギーに関する市場調査や分析、新製品・サービス
の企画や事業化に携わり、2022年6月よりカーボンニュートラル推進
室長に就任。

藤井 敏孝 氏
株式会社ひろぎんホールディングス 
サステナビリティ統括グループ長
岡山県生まれ。東京大学卒業後、1994年、広島銀行入行。2001年、米
国ジョージタウン大学経営大学院卒業後、同行総合企画部に異動し、
経営企画・管理業務に従事。2020年、同行の持株会社体制移行に伴
い、当社経営企画グループに異動。2024年4月、当社サステナビリティ
統括グループ長。経営企画グループを兼務し、ESG業務に広く従事する
中、当社グループ、お取引先、地域のカーボンニュートラルに取り組む。

芦谷 　茂 氏
一般社団法人 中国経済連合会 会長
1979年に中国電力株式会社に入社。2017年に取締役常務執行役員、
2020年に代表取締役副社長執行役員を経て、2023年に代表取締役
会長。同年8月から現職も兼務。

小島 岳二 氏
マツダ株式会社 取締役 
専務執行役員兼CSO(最高戦略責任者)
カーボンニュートラル推進統括補佐
1989年マツダ入社。入社以来一貫して技術企画や商品企画を担当。
2017年に広報本部長に就任し、次世代技術や商品の広報に力を注ぐ。
その後、広報・渉外、経営戦略、商品戦略、R&D戦略、カーボンニュート
ラル、ITなど幅広い領域に渡って執行役員、常務執行役員、専務執行役
員を歴任。2024年に取締役 専務執行役員兼CSO(最高戦略責任者) 
カーボンニュートラル統括補佐に就任し、現職に至る。

青坂 　匠 氏
株式会社テレビ新広島 気象予報士

2012年テレビ新広島に入社。アナウンス部など様々な業務に携わる。
入社3年目の2014年に発生した広島土砂災害などの報道に携わった
経験を踏まえ、被害の現状を伝えるのではなく、未然防止のための呼び
かけができないかと考え、2022年に気象予報士の資格を取得。現在、
「ひろしま満点ママ!!」や「TSSライク！」で気象コーナーを担当。工作パ
ネルや家族写真を活用し、生活に密着した天気予報や防災情報を心が
けている。

吉岡 　剛 氏
芝浦工業大学 システム理工学部環境システム学科
特任教授
1975年生まれ。大阪大学基礎工学部機械工学科卒業後に建設コンサ
ルタント会社に入社。その後、東京大学大学院新領域創成科学研究科
環境システム学の修士課程および博士課程修了、博士（環境学）。これ
まで再生可能エネルギー・省エネルギーに関する調査・研究、国・自治
体の政策支援とともに、地域におけるエネルギー事業の立ち上げ・開発
支援、資金調達等に従事。2021年より環境省脱炭素先行地域評価委
員会委員。

嘉戸 　隆 氏
島根県美郷町長
1964年生まれ。東京都立大学経済学部卒業後、大和証券入社。マーケ
ティング戦略室長、証券仲介事業部長、営業企画部長、コンプライアン
ス部長、横浜支店長などを歴任。2018年11月に美郷町長に就任し、現
在２期目。２つの目指す町のビジョン「活気あふれる明るい町」「町外と
活発な交流のある町」を掲げ、産官学民と連携して、町の課題解決、活
性化に精力的に取り組んでいる。脱炭素の取組で、ゼロカーボン農業モ
デル、再エネ活用による避難所の強靭化等の様々な施策を推進。

太田 　昇 氏
岡山県真庭市長
1951年生まれ。1975年3月京都大学法学部卒業。同年、京都府入庁
後、総務部財政課長、知事公室職員長（人事担当部長）、知事室長、総
務部長を経て、2010年京都府副知事へ就任。2013年4月、真庭市長
へ就任し現在４期目。SDGｓを旗印に、地域資源を活かした木質バイオ
マス発電事業や生ごみ資源化事業など、持続可能な地域づくりへ向け
地方創生を推進中。

広島県東広島市長
1953年生まれ。大阪大学工学部卒。広島県副知事を経て2018年より
東広島市長。地域イノベーションや先端技術を活用したプロジェクトを
通じて、都市の活力と魅力の向上を図るとともに、市民一人ひとりが
Well-beingを実感できるまちづくりを推進。自然環境の保全や多文化
共生にも取り組み、誰もが安心して暮らせる地域共生社会の実現を目
指している。こうした中、広島大学等と連携し、再生可能エネルギーの導
入や環境教育、脱炭素技術の社会実装にも力を注いでいる。

箕野 博司 氏
広島県北広島町長
広島大学卒業後、広島北部農業協同組合を経て、2013年3月町長に
就任し、現在４期目。北広島町出身。「米どころ北広島町」として、伝統郷
土芸能の「花田植」や「神楽」の魅力を国内外への発信する観光戦略の
ほか、若者が希望を持って稲作ができる再圃場整備やスマート農業を
推進。また、DX推進、FTTH化、スポーツ振興に加えて、令和４年には
「ゼロカーボンタウン宣言」を行い、再生可能エネルギーの地産地消や
森林保全に取り組み、子育て支援や健康で笑顔あふれるまちを目指す。

上保 裕典 氏
ローカルエナジー株式会社 
COO（Chief Operating Officer）
1995年 農業・農村分野における建設コンサルタントに入社。2006年 
民間シンクタンクに入社後、自治体の施策立案から新規事業の創出ま
で一貫したコンサルティングを全国で実施。この間、鳥取県経済成長戦
略の策定や米子市のエネルギー会社設立の支援に携わったことをきっ
かけに、2020年よりローカルエナジーにて、電力事業の運営・コンサル
ティングを実施。現在、脱炭素まちづくりアドバイザー（環境省）等とし
て、全国の自治体を支援。 

登壇者プロフィール

石川 圭一 氏
株式会社山下工業所 脱炭素化推進室 室長

2000年 株式会社山下工業所入社。製造部門にて鉄道車両部品、半導
体製造装置向け部品の製造に従事、その後、生産技術部門にて製造の
サポートなどの業務を経験。2023年に脱炭素化推進室 室長に就任。
カーボンニュートラルへの挑戦を推進している。


